


ブース内に設けられたOFFICE

FREEDOMコーナーでは、KDDIネ

ットワーク＆ソリューションズ、ユニア

デックス、富士通が対応ソリューショ

ンを展示していた。なお、ユニアデ

ックスと沖電気工業は、自社ブースで

もモバイルセントレックスを展示のメ

インに据え、E02SAを軸としたマル

チキャリア対応を訴求していた。特

に沖電気はボーダフォンが導入予定

のノキア製対応端末も展示し、3キャ

リア対応をアピールした。

モバイルFeliCaと言うとドコモが先

行している感が強いが、KDDIもいく

つかFeliCaソリューションを展示し

た。ソニーブロードバンドソリューシ

ョンの認証ソリューション「mFOP」

（参考出展）や、ヒューマンテクノロジ

ーズのEZ FeliCa対応タイムレコーダ

ーによる出退勤管理システム「King

of Timeモビレコーダー」などだ。

このほか、KDDIの特徴といえる

BREWを活用した独自性の強いソリ

ューションも多く出展された。

法人向けビジネスにおいてパート

ナーシップを重視しているのは

KDDIだけではない。ドコモも毎年、

FeliCaや、テレビ電話機能を利用し

た映像ソリューションなど、パートナ

ーソリューションの展示に力を入れて

ス」などをアピールしていた。

基盤を固めるドコモ

携帯電話市場の成熟に伴い、各移

動体キャリアは法人向け営業の強化

に力を入れている。その意気込みを

反映し、法人向けソリューションの展

示スペースは、ドコモ、KDDIともに

コンシューマー向けと同等、もしくは

それ以上の広さだった。

KDDIの展示を見て気付くのは、

KDDIは通信サービスと各種プラット

フォームを提供し、これを用いてパー

トナーがソリューションを開発、KDDI

と共同で販売していくというモデル

だ。パートナー製の法人向けソリュ

ーションを中心に展示が行われた。

その中で最大の注目株といえるの

は、7月28日に販売開始した無線

LAN対応ビジネスケータイ「E02SA」

を利用した内線ソリューション

「OFFICE FREEDOM」だ。これは1

台の携帯電話を社内では内線、外出

先では携帯電話として使い分けられ

る、いわゆるモバイルセントレックス

を実現するもの。ドコモの「N900iL」

の対抗商品であり、この端末の登場

によりユーザーはモバイルセントレッ

クスでのマルチキャリア対応が可能

になった。

HIGH-SPEED」を使った実機デモが

初公開された。言うまでもなく、これ

らはKDDIが主力とする1X WIN端

末への対抗製品だ。

もう1つ新端末で関心を集めたの

が、8月以降に投入する702iシリーズ

のデザイナーコラボレーションモデル

である。「グラス」をイメージしたNEC

製の「N702iS」、イルミネーションに特

徴のあるパナソニックモバイルコミュ

ニケーションズ製の「P702iD」、女性

のファッションとのコーディネートを意

識してデザインされた三菱電機製の

「D702iF」を展示していた。

この種の試みは、KDDIが「au

design project」で先鞭を付けたもの

だ。こうした取り組みもあり、今では

「デザインならau」という評価を確立

している。ドコモが今回展示した3機

種は、この点での巻き返しを狙った

ものだ。対auにおけるウィークポイン

トだった音楽とデザインという2分野

において、ドコモは着実にキャッチア

ップを図っている。

付加価値サービスでは、ドコモが

携帯クレジットの「DCMX」を訴求。

KDDIは、2月に開設したショッピング

モールサイト「au Shopping Mall」や、

WIRELESS JAPANの会期中にサ

ービスインした「Google検索サービ

7月19日～21日、東京ビッグサイト

で日本最大のモバイル／ワイヤレス関

連イベント「WIRELESS JAPAN

2006」が開催された。今年は、通信

事業者やデバイスメーカー、測定器

メーカー、ソリューションベンダー、コ

ンテンツプロバイダーなど180社が出

展。会期中は雨続きのあいにくの天

候だったが、展示会場にはほぼ前年

並となる3万3844名が足を運んだ。

音楽配信が主戦場に

例年、WIRELESS JAPANで最も

人気を集めるのは、言うまでもなく通

信事業者のブースである。今年も

NTTドコモとKDDIの2大キャリア

がそれぞれ最大級のブースを構え、

好評を博した。また、PHS事業者の

ウィルコムとWiMAX事業に取り組む

YOZANも個性的な展示を行い、多

くの人を集めていた。まずは、これ

らキャリアの展示内容を軸に今年の

傾向を眺めてみることにする。

初めに、マーケットで激しい競争

を繰り広げるドコモとKDDIのブース

を①コンシューマー向け、②法人向

け、③R＆Dの3つの視点から見て

いく。

コンシューマー向けで特徴的だっ

たのは、両社とも端末の音楽機能を

前面に打ち出していた点だ。

「着うたフル」で先行し、さらに今

年1月下旬にはPCとの連携を実現

する「LISMO」を投入するなど、音

楽サービスで常に先頭を走ってきた

KDDIは、ウォークマンケータイ

「W42S」をはじめとするLISMO対応

端末を大々的に展示した。

これに対し、追い上げるドコモは

初の着うたフル対応端末「P902iS」や、

Windows Media Audio対応の

「F902iS」をメインに、音楽ケータイが

多彩に揃っていることを訴求した。

ボーダフォンは今回出展を見送っ

たが、同社に端末を納入するシャー

プや東芝のブースで数多くの着うた

フル対応端末が展示されており、い

やが応にも「音楽ケータイ」が今年の

トレンドと実感させられた。

こうした展示会の楽しみの1つは、

まだ発売されていない端末に触れら

れることだ。KDDIは発売中のモデ

ルのみの展示だったが、ドコモは今

後投入する端末を積極的にアピール

していた。

中でも目を引いたのは、今年8月の

発売を予定するHSDPA対応端末

だ。HSDPAは下り3.6Mbpsの高速

データ通信を可能にする技術で、会

場では電話機タイプの「N902 iX

HIGH-SPEED」とカード型の「M2501
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携帯電話に統合プラットフォーム
法人ソリューションにも変化の兆し
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携帯電話マーケットの発展とともに歩んできたWIRELESS
JAPAN。11回目となる今年はキャリア主導で進む端末のプラッ
トフォーム化、法人市場へのスマートフォンの浸透など、携帯電話
市場の質的な変化の兆しがうかがわれるものとなった。
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今年は3万3844名が来場した

菅義偉総務副大臣にLISMOについて説明する
KDDI小野寺社長

ドコモが8月に発売予定のHSDPA端末「N902iX
HIGH-SPEED」

ドコモのデザイナーコラボレート端末「N702iS」 KDDIの法人ソリューションの目玉となった「OFFICE
FREEDOM」

ボーダフォンが導入を計画しているノキア製無線
LAN対応携帯電話（沖電気工業ブースにて）

EZ FeliCaを活用した認証ソリューションのデモ



ルコムのブースである。

理由は、7月27日発売の新端末

「W-ZERO3［es］」にある。これは大

ヒットを記録したW-ZERO3の派生モ

デルで、スライドタイプのQWERTY

型キーボードやVGA液晶ディスプレ

イといった特色を継承しながら筐体

をスリム化、さらに10キーを搭載す

ることで電話としての使い勝手向上

を図ったスマートフォンだ。

発売前の話題モデルに直接触れら

れるまたとない機会とあって、16台の

［es］が並んだ体験コーナーには行列

ができた。

ビジネスユーザーから強い支持を

受けるW-ZERO3と［es］は、当然な

がら法人市場戦略の要ともなるもの

だ。展示もそれを強く反映した内容

となった。

切り口の1つは、［es］に搭載された

USBホスト機能やSDIOを利用した

周辺機器だ。キーボードやプリンタ

ー、バーコードリーダーなどPC向け

の周辺機器を広く活用できる拡張性

が訴求された。

もう1つは、Windows Mobile対応

のビジネスソリューションである。

具体的には、①手書きサインによる

認証システム「Cyber-SIGN」、②デ

ータの遠隔消去を可能にするASP

「Advance Shield」、③データ同期や

端末管理、セキュリティなどのトータ

ルソフトパッケージ「Intellisync」な

どである。スマートフォンやPDAで

豊富な実績を持つWindows Mobile

を採用しているだけに、多くのソリ

ューションが揃っている。

目立ったのはセキュリティ系のソリ

ューションだが、これは以下のような

判断に拠ると思われる。PCライクの

機能を持つW-ZERO3シリーズの場

合、携帯電話とは違って、サーバー

側で特別な作り込みが必要となるケ

ースは少ない。モバイルで特に問題

となるセキュリティさえ解決すれば、

企業への導入が進むという思惑だ。

この点はケータイとスマートフォンの

重要な違いとして指摘できるだろう。

メッシュネットワークも併用

YOZANのテーマは、もちろん

WiMAXだ。同社は昨年末から

4.9GHz帯でFWA型のWiMAXサー

ビスを提供しているが、ブースでは同

サービスの紹介に力が注がれた。

現在のサービス状況だが、7月時

点で30数カ所のWiMAX基地局が

稼働しているという。担当者は今後

の計画について、「稼働準備中のもの

を含めれば、基地局数は300カ所に

及ぶ。今年後半は、急ピッチでエリ

アを拡大していきたい」と説明した。

YOZANのWiMAXサービスは、

WiMAXで直接提供する法人向け

と、無線LANに変換して提供するホ

ットスポット型のコンシューマー向けか

らなるが、無線LANアクセスポイント

の数も100カ所を超えているという。

注目されるのは、無線LANを使っ

て自立型ネットワークを構築できるト

ロポス・ネットワークス社製のメッシュ

ネットワークソリューションが展示さ

れていたことだ。同システムと

WiMAXを併用することで、ホットス

ポット型サービスのエリア拡充を進

め、モバイルWiMAXの事業化につ

なげていく考えのようだ。

メーカーはデバイスに注力

端末メーカーのブースは、各キャリ

ア向け端末と、携帯電話を活用した

ソリューションの紹介からなるのが一

般的である。だが今年は、携帯電話

向けデバイスの展示にも力を入れる

メーカーが多かった。

例えば、国内シェアを大きく伸ばし

ているシャープはデバイスコーナーを

設け、同社の強みとしてよく知られる

液晶ディスプレイのほか、ワンセグ放

送受信モジュール、赤外線通信モジ
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きた。しかし今年の展示内容は、ド

コモ自らが手がけるサービスやプラッ

トフォームが中心となった。

具体的には、①認証やデータの遠

隔消去など、「M1000」や「902iSシリ

ーズ」を対象にしたセキュリティサー

ビス、②携帯電話のテレビ電話機能

とPCを連携させた飲酒運転チェック

システム、③今年から本格展開が始

まったGPS対応端末を活用した位置

情報ソリューションなどである。

モバイルシステムの導入を図る上で

必要となる基本的なプラットフォーム

の整備に軸足を移した印象が強い。

人だかりが絶えなかったのは、7

月3 1日に発売されたWi n d ow s

Mobile搭載スマートフォン「hTc Z」

である。スライド式QWERTY型キー

ボードを備えるなど、ウィルコムの

「W-ZERO3」と同様のコンセプトの製

品だが、一般販売は行われず、法人

を対象にシステム単位で販売される。

ディスプレイは携帯電話で主流の

QVGAで、主にメッセージング端末と

しての利用が想定されているようだ。

興味深かったのはhTc Zが、後述

する「音響OFDM」のデモにも使わ

れていたことだ。「携帯電話より容易

にプログラムが組めるため」だという。

法人ソリューションにおけるhTc Zの

可能性を示唆する実例の1つと言っ

てよいだろう。

45gの燃料電池も

次に③のR&Dを見てみよう。

携帯電話の高機能化に伴い、増大

の一途を辿る電力消費は、携帯電話

キャリアや端末メーカーにとって重大

な課題となっている。その有力な解

決策として目され、各社が開発にしの

ぎを削っているのが、水素を使って

発電する「燃料電池」だ。

ドコモは今回、アクアフェアリーと

共同開発した「PEFC型マイクロ燃料

電池充電器」を出展し、現時点での

到達点を披露した。これは、水素発

生剤を活用し、水から水素を分離し

て燃料として使うタイプの燃料電池。

サイズは24×24×70mm、重さは45g

と、「実用化までもう少し」と感じさせ

るレベルまで小型化・軽量化されて

いる。担当者によれば、「1度の燃料

補給で、携帯電話を3回フル充電で

きる」という。

KDDIも日立製作所、東芝と共同

開発した携帯電話用燃料電池を出展

した。こちらは燃料にアルコールを使

うもの。重量は内蔵タイプで180g、

充電器タイプで250gだ。

次世代ネットワークへの取り組みで

は、ドコモはOFDMA技術をベース

にした下り最大 100Mbps、上り

50Mbpsの「スーパー3G」、さらに

1Gbpsの実現を目指す「4G」をテーマ

にした展示を行っていた。

一方、KDDIはモバイルWiMAX

などの新しい通信方式と携帯電話

網、固定電話網をシームレスに運用

する「ウルトラ3G」を訴求。展示では、

この春に大阪で実施した日本初のモ

バイルWiMAXの実証実験の紹介に

重点が置かれていた。

コンテンツ関連では、音声に低速

のデータ信号を重層させる音響

OFDM技術を利用したドコモの展示

が注目を集めた。テレビ放送の音声

信号にURLを重ね、ケータイサイトへ

のアクセスを可能にするといった仕

組みを実現できるという

KDDIでは、移動体向け映像配信

用のコンテンツ保護技術のデモが目

を引いた。これはKDDI研究所が

NHK技術研究所と共同開発したも

の。特徴は映像暗号化技術にあり、

「PCと比べて非力な携帯電話の

CPUでも処理できる」という。

[es]で法人市場を開拓

さて今年、携帯電話キャリア2社

以上に注目度が高かったのが、ウィ
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ドコモのGPS携帯電話を利用した営業支援シス
テム

ドコモ初のWindows Mobile搭載端末「hTc Z」 ドコモのPEFC型マイクロ燃料電池充電器に注目
が集まった

ウィルコムの目玉は新端末「W-ZERO3［es］」 W-ZERO3［es］用のワンセグチューナーモジュール。
USB端子に接続して利用する

YOZANブースに展示されたWiMAX基地局



コンファレンスレポート 

変化を続ける携帯電話
生活アシスタントとしての可能性を探る

私がNTTドコモの社長に就任し

て2年がたちましたが、この業界の変

化の早さを日々 痛感しています。

携帯電話を取り巻く環境の変化と

して最もインパクトがあるのが、今秋

の番号ポータビリティ（MNP）の導入

です。携帯電話の利用者が電話番号

はそのままで事業者を変更できるた

め、お客様の利便性が向上すること

は言うまでもありません。ただ、MNP

は一過性のものではなく継続します。

事業者にとっては、サービスの総合

的な魅力度がこれまで以上に問われ

ると思います。

新規参入もインパクトがあります。

昨年11月、総務省はソフトバンクグル

ープのBBモバイル、イー・モバイル、

アイピーモバイルの3社に対し新規参

入を認可しました。

その後、ソフトバンクがボーダフォ

ンを買収したことで、状況は一変して

います。ヤフーブランドを持っている

こと、ADSLサービスや固定電話サ

ービスを持っていることから、これら

と連動したサービスを含めて、さまざ

まな施策を取るだろうと予想してい

ます。競争が激化するのは明らかで、

いろいろなことを想定して準備した

いと考えています。

新規参入に関連して、MVNOのあ

り方についても論議されています。

当社のように自らがネットワークを持

つ事業者（MNO）とMVNOが協力す

ることで、お互いにWin-Winの関係

を築くべきです。しかし、MNOの投

資インセンティブを損なう可能性があ

ることから、法的に接続を義務化す

るべきではありません。

端末の高機能化により、携帯電話

の消費電力量が増加しています。携

帯電話の電池はリチウムイオンが主

流ですが容量には限界があり、マイ

クロ燃料電池の開発に取り組んでい

ます。今回、アクアフェアリー社と共

同で、携帯電話では最小となる燃料

電池を活用した充電器の開発に成功

しました。

移動通信の高速化も大きな課題で

す。今後HSDPA、スーパー3Gとさら

に進んだ技術を取り入れながら、

FOMAをいっそう便利にしていきた

いと考えています。

HSDPAは8月のサービス開始時

点で下り最大3.6Mbpsと、FOMAの

約10倍の速度です。将来的には

14Mbpsまで上げていきます。

HSDPAをさらに進化させたのが

スーパー3Gです。データ通信速度は

下りが100Mbps、上りが50Mbps以

上を想定しています。標準化団体

3GPPでの基本検討がほぼ完了した

ので、基地局や携帯電話端末のメー

カーの募集手続きを始めました。09

年には開発を終える予定です。スー

パー3Gが実用化されると、固定ブロ

ードバンドで提供されているサービス

が移動通信でも可能になります。

4Gは2010年頃には実用化に目途

をつけることを目標に研究開発に取

り組んでいます。速度は下り1Gbps

を目指していますが、昨年12月には

2.5Gbpsの屋外伝送実験に成功しま

した。

今後、世界で標準化の争いが激し

くなってくるので、世界がどう動いて

いくかを見ながら、異端児にならな

いようにしていきたいと思います。

FMCはグループで連携

サービス面における変化では、

FMC（固定と移動の融合）が進んで

います。「1つの端末、1つの電話番号、

1つの請求書」がFMCの解です。ビ

ジネスユースではすでにFMCは始

まっています。

こうした現状のなか、NTTグルー

プとしてどのような連携が可能なの

か、グループとして法人のジャンルで

どのように取り組めるか工夫をしてい

きたいと考えています。

これらの環境を踏まえて、中長期

的には「生活ビジネスに役立つケー

タイの実現」がテーマです。携帯電話

は通信インフラとしての発展を続けて

きました。今後は、単なるコミュニケ

ーションツールとしてだけでなく、あら

ゆる生活シーンで使われる生活アシ

スタントとしての可能性を探っていき

ます。 （文責・編集部）
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NTTドコモ 代表取締役社長　中村維夫氏

ュール、照度センサーなど、多彩な

携帯電話向けデバイスを展示してい

た。こうしたキーデバイスを社内に持

っていることも、ここ最近の躍進の理

由といえるだろう。

パナソニックモバイルコミュニケー

ションズと松下電器産業のブースで

は、ドコモ初のワンセグ対応端末

「P901iTV」に搭載された「携帯電話

用UniPhier（ユニフィエ）システムLSI」

が展示されていた。UniPhierとは、

松下グループ各社が採用するデジタ

ル家電用統合プラットフォームのこと。

同LSIはアプリケーションプロセッサ

に相当し、付加チップなしにワンセグ

放送を処理できる能力を持つ。担当

者は「UniPhierの採用により、グルー

プのAV技術を活用できたことが、他

社に先駆けてワンセグ携帯を開発で

きた大きな要因だった」と語っていた。

このほか、NECは「SH902iS」に採

用された「携帯向け長時間音楽再生

LSI」とアプリケーションプロセッサ

「MP201」を展示していた。

東芝ブースで目に付いたのは、参

考出展されていた「アクティブ有機

ELディスプレイ」だ。発色や反応性

が良く、さらに視野角も広いことが同

ディスプレイの特徴。ワンセグ携帯な

どでの採用が期待されるものだ。ネ

ックとされていた寿命の問題も「クリ

アできた」という。

進む1チップ化

近年、年を追うごとに、WIRE-

LESS JAPANで存在感を強めてい

るのが、携帯電話向け半導体メーカ

ーである。その背景には、携帯電話

の高度化や競争の激化の結果、国内

携帯電話メーカーの間でも、内製品

ではなく他社の半導体製品を採用す

るケースが増えていることがある。端

末メーカーが携帯電話向けデバイス

を積極的にアピールしていたのも同

じ理由からだ。

今年、中でも大規模な展示を行っ

ていたのが、ルネサステクノロジと日

本テキサス・インスツルメンツ（TI）と

いう携帯電話向けアプリケーション

プロセッサの2大メーカーである。ル

ネサスは「SH-Mobile Gシリーズ」、

TIは「OMAPV2230」と、両社ともに

ドコモと共同開発した新チップをブ

ースの主役に置いた。

この2製品は、W-CDMA/GSM/

GPRS/EDGEなどに対応したベース

バンドプロセッサとアプリケーション

プロセッサを統合した1チップソリュ

ーションだ。チップの統合によりソフ

ト開発を効率化できるだけでなく、日

本と海外の双方で使える端末を容易

に商品化できるという利点がある。

ドコモは、こうしたプロセッサ向け

にFOMA端末の基本ソフトを提供す

ることで、端末価格を大幅に低減す

ることを狙っている。

KDDIも同様の戦略を打ち出して

いる。7月、1x EV-DO対応のベース

バンドプロセッサとアプリケーション

プロセッサを統合した、クアルコムの

新プロセッサ「MSM7500」をベース

に、端末プラットフォームを構築する

ことを明らかにした。

MSM7500は、ルネサスやTIとは

反対に、クアルコムが主力とするベー

スバンドプロセッサにアプリケーショ

ンプロセッサを統合した製品である。

VGAサイズで24fpsの動画表示が可

能と、アプリケーションプロセッサと

しても高い処理能力を持つという。

早ければ来年後半、遅くとも08年

中には、日本市場向けの携帯電話の

大半が、これらキャリア主導のプラッ

トフォーム上で開発されるようになる

と見てよいようだ。クアルコムのブー

スでは他に、日本初となるHSUPA対

応端末のデモや、同じく国内では初

公開となる同社の携帯電話向けテレ

ビ放送「メディアFLO」の実演が注目

を集めた。
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展示会レポート  

端末メーカーはデバイスの展示にも力を入れた（シ
ャープブース）

ドコモと共同開発した携帯電話向け統合プロセッ
サ「SH-Mobile G1」を訴求するルネサステクノロジ

クアルコムは送信機を持ち込み、携帯電話向けテ
レビ放送メディアFLOの実機デモを披露



世界20カ国で普及
次世代PHSで世界最速を目指す

PHSは1995年の発売当初、家庭

内ではデジタルコードレスホンの子機

として、外では携帯電話のように使え

ることから簡易型携帯電話と呼ばれ

ていました。11年たってみると、携帯

電話業界で話題になっているFMC

の考え方と同じであることがわかり

ます。

PHSの基本技術はいくつかのユニ

ークな特徴があります。なかでも一番

大きな特徴がマイクロセルネットワー

クです。

マイクロセルはマクロセルに比べて

1つの基地局でカバーできる範囲が

狭いため、より多くの基地局が必要

になります。

人口普及率を見ると、マクロセル

を採用している携帯電話は99年に人

口カバー率100％に達していますが、

当社は05年度にようやく99％に到達

したところです。今年度末までに

99.5％を目指しています。

一方、マイクロセルを構築するメリ

ットは、基地局が多いため大量のデ

ータ運送に向き、輻輳に強いことで

す。かなりの数のユーザーが1地域

に結集した場合でも、各々が空いて

いる電波を探してアンテナ局と交信

し始めるので、データ転送速度が落

ちにくく、話中になりにくいという特徴

があります。この特徴を活かして、昨

年5月に日本初の音声定額サービスを

開始しました。

携帯電話の場合、1カ月の平均通

話時間は約90分です。定額プランで

はその倍ぐらいになるのではないか

と事前に予想していましたが、実際

には11～12時間まで伸びました。

それでもマイクロセルであるがゆえ、

電波状態の悪化はほとんど見られま

せん。

進化するPHS

現在のPHSはQPSKという変調方

式を使っており、1回線当たりの通信

速度は32kbpsです。今年2月にこれ

より少しスぺックが速い8PSKとい

う変調方式を導入しました。その結

果、現在は最速で

408kbpsが可能で

す。

さらに上の 1 6

QAM、32QAM、

64QAMについて

もすでに実証実験

は完了しており、ア

ンテナ基地局の配

備やソフトウェアのバージョンアップ

が終わり次第、実用化します。

これらの変調方式は、高度化PHS

規格「W-OAM」で導入します。現時

点では、QPSKと8PSKの間で動的

に電波の状態を感知してスピードを

速くし、電波の状態が悪くなるとスピ

ードを遅くします。

また、通信状態の悪い場所でもハ

ーフスピードで通信が成り立つBPSK

を開発しました。BPSKが実現すれ

ば、QPSKよりも広い範囲で安定する

ので、通話エリアが広がる効果も期

待できます。

次世代PHSは実証実験をしている

段階です。基本的にはマイクロセル

ネットワークを使いつつ、OFDMAや

MIMOといった技術を利用します。

今年1月から実験を開始した次世

代PHSの最初のバージョンは、実行

スピードが3～5Mbpsですが、次の

バージョンでは上り下りとも20Mbps

が可能になります。実験局免許はす

でに取得したので、8月中には電波を

吹き始めます。

PHSは現在20カ国で使われてお

り、特に中国では9000万加入を突破

しました。海外では音声しか使われ

ていませんが、今後はデータ通信の

基盤としても、次世代PHSが注目され

ています。日本の技術で、世界最速

の世界標準システムを作りたいと思

います。 （文責・編集部）

テレコミュニケーション SEPTEMBER 2006 83

ウィルコム 代表取締役社長　八剱洋一郎氏

図　W-OAMの導入

電波の状態に応じて 
より高速な変調方式を 
自動的に選択 
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モバイルも固定もブロードバンドの

発展により、10年前には予想できな

かったことが起きています。そうした

インフラの進化に合わせて、端末、

料金、コンテンツ、アプリケーション

が導入されることが必要です。

当社は144kbpsのデータ通信速度

が可能になったCDMA 1Xで「GPS

ナビ」や「着うた」といったサービスを

始めました。その後EV-DO（Rev.0）

で定額制を導入するとともに、「着う

たフル」を開始しました。Rev.0は下

りの速度が2.4Mbsに向上しており、

こうしたダウンロード型サービスに適

しているからです。

今年中には、EV-DO Rev.Aを開

始する予定です。Rev.Aでは、上り

が154kbpsから1.8Mbps、下りが

2.4Mbpsから3.1Mbpsに向上し、双

方向リアルタイム通信によるサービス

が実現します。

300万画素の写真を送信するのに

154kbpsでは時間がかかりすぎてし

まいますが、1.8Mbpsまで速度が上

がれば、手軽に送ることができます。

テレビ電話も新しいサービスです。

どこまで使われるかは疑問ですが、

インフラの進化とともに携帯電話上で

可能になります。

音楽サービス「LISMO」は、携帯

電話とPCを連携させています。その

結果、音楽だけでなく、携帯電話に

記録した写真やメール、アドレス帳も

PCに転送できる仕組みを作りまし

た。残念ながら、今のところは音楽

のダウンロードでとどまっていますが、

もっと広い世界を作っていきたいと

思っています。

将来的には、固定や移動といった

概念がなくなってくると予想しており、

それに向けていろいろな実験を行っ

ています。

「KDDIの電話 auで着信確認」は、

KDDIの固定サービス「メタルプラス」

や「ひかりone」にかかってきた電話

をauの携帯電話に転送するサービ

スで、6月に開始しました。しかし、

携帯電話と固定電話は別の使われ

方をされています。その用途やお客

様のニーズを見極めることが必要で

す。携帯電話にかけても不在だから

といって、家の固定電話に転送する

と、若い人は怒ってしまうのではない

でしょうか。

ワンセグは標準装備へ

一方、通信と放送の連携では、ワ

ンセグ端末を2機種出しました。ワン

セグ受信機能は、カメラのように標準

装備になってくると予想しています。

事業者にとって、ワンセグ放送は現

時点では収益も上がらずメリットがあ

りませんが、災害時に重要な役割を

果たすと考えています。地震などの

大規模災害が発生すると、音声やメ

ールのトラフィックが集中し、規制を

かけざるをえません。放送との連携

が進み、まず放送で状況を確認し、

必要であれば電話やメールをするよ

うになればトラフィックを落とすことが

できます。また、画面上で安否を書

き込むURLをクリックすれば、安否

確認のメールを送信できるといった

仕組みもできます。

技術面では、「ウルトラ3G」に取

り組んでいます。固定と移動がそ

れぞれ NGN（ Next Generation

Network：次世代固定網）とMMD

（Multimedia Domain：次世代移動

体網）へとIP化が進み、これらを統

合することで固定と移動の統合網が

出来上がります。

従来の固定電話のインフラでは、

電話料金はいつまでたっても下がり

ません。2010年になっても、高い基本

料金と通話料を払い続けることにな

るでしょう。当社では07年度末に固

定電話網のIP化を完了する予定で、

これによりコスト削減が実現します。

インフラであれ、端末の基本技術

であれ、お客様の目には見えません。

むしろ、技術が実現したときに、どの

ようなサービスをどういう形でお客様

に提供できるか考えていく必要があ

ります。そうでなければ、技術だけが

先行することになります。KDDIは、

基本的な技術開発を進めながら、そ

れをサービスにどう適用するかを考

えていきます。 （文責・編集部）

コンファレンスレポート 

インフラとの連携で新サービス
お客様のニーズを見極める

テレコミュニケーション SEPTEMBER 200682

KDDI 代表取締役社長 兼 会長　小野寺正氏



日本初のTD-CDMA方式で参入
モバイルブロードバンドを実現

昨年11月、2GHz帯で15MHzの周

波数を割り当てていただきました。

既存の音声主体の携帯電話ではな

く、TD‐CDMA方式によるデータ通

信市場に参入します。2年以内に事

業を開始し、5年かけて人口カバー

率50％を達成する計画です。

サービス開始時は、PC用のカード

型端末が中心ですが、携帯型端末や

組み込み型、モデム型などさまざまな

利用シーンに対応する端末を想定し

ています。

当社の事業は F a s t（高速）、

Fol lows（高速移動、世界標準）、

Flexible（柔軟）、Fair（適正な料金、

MVNO）の4つのFが特徴です。

TD-CDMA技術は、1フレーム

（10ms）の中で上りと下りのタイムスロ

ットの配分を変えることができます。

例えば、ダウンロード時には下りを重

視して配分を多くします。反対に、映

像を送信するような場合には、上り回

線の配分を多くします。

もう1つの特徴がアドホック通信で

す。トランシーバーのように、交換機

を介さなくても端末間で直接やり取

りができます。ミニ基地局や中継器

としての役割も果たします。

放送と通信の融合も

TD-CDMAはパケット通信を基本

としており、理論上は1基地局当たり

6万回線の同時接続が可能です。特

にマシンツーマシンは、1つの基地局

でかなりの数の通信ができます。ま

た、3GPP規格により時速120kmまで

の移動中の通信に対応します。海外

では、ヘリコプターを使って時速

250kmでの通信も確認されていま

す。このぐらいの速度に対応するよう

になると、新幹線の車内でも高速通

信が可能になります。

現在、TD-CDMAを使

った通信サービスは下り

最大12Mbpsです。来年

以降、MIMOや64QAM、

LTEといった技術を順次

導入することで、下り

1 0 0 M b p s 以上、上り

50Mbps以上まで向上す

る見込みです。無線の領

域も光ファイバーと同等の

通信環境になります。

コンテンツを展開する仕

組みとしては、MBMSに注目していま

す。文字情報や映像、音楽などをマ

ルチキャスト配信する技術で、放送と

の融合が実現します。ヨーロッパでは

4キャリアが実験の準備に入っていま

す。当社も秋以降、実験を開始する

予定です。携帯電話端末の画面なら、

1つの基地局で50チャネル、PDAな

ら20チャネルが確保できます。

モバイルブロードバンドゲートウェ

イ（MBG）の開発にも取り組んでいま

す。持ち運べる無線LAN/Bluetooth

スポットで、カードを差し込むだけで

瞬時に自分の周囲がホットスポットに

なります。家やオフィス、外出先、さら

には建築現場でも活用できます。

MVNOの事業モデルも計画してい

ます。ISPやコンテンツプロバイダー

など異業種の方にも電波を利用して

いただくチャンスだと考えています。

コンテンツアプリケーション、課金、

顧客管理サポートなど各自が得意と

するところをカバーしていただく形で

す。すでに多くの企業と商談に入っ

ています。

当社のサービスイメージは、「いつ

でも・どこでも・だれとでも ポケット

の中のブロードバンド」です。自宅の

インターネット環境を持ち出すことで、

新しいライフスタイルが生まれてきま

す。既存のモバイルデータ通信を

ADSL並みの速度で実現することが

目標です。 （文責・編集部）
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アイピーモバイル 代表取締役社長　杉村五男氏

図　高速化ロードマップ
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携帯電話の1分当たりの料金は香

港7円、米国8円に対し、日本は47円

と一番高くなっています。この料金

体系にこそチャンスがあるだろうと

考えたのが、新規参入の動機です。

当社は2005年1月に設立し、同年

11月に1.7GHz帯で携帯電話事業の

免許を取得しました。今年5月には、

株式および借入枠で3600億円超の

事業資金を確保しました。ネットワー

クも加入者も売り上げも存在しない

のに、これだけの資金が集まったの

は前代未聞のことです。

ネットワークの主要ベンダーはエリ

クソンに決めました。世界のトップメ

ーカーであること、日本でも実績があ

ることが理由です。7月には新たに中

国のファーウェイテクノロジーもサプラ

イヤーに追加しました。この両社と一

緒に、1万2000～1万5000の基地局

を建設する予定です。

07年3月にデータサービス、08年3

月には音声サービスを開始します。

エリアは当初、東名阪に限定されま

すが、最終的に全国展開します。加

入者は500万が目標です。

端末はコンセプトモデルの段階で

すが、大きな画面で映像を楽しめる

「ワンセグメントブロードキャスティング

モデル」、薄型・軽量の「スリム＆コン

パクトモデル」、データ通信にポイン

トを置いた「データコミュニケーショ

ンモデル」などを開発しています。

当社はサービス開始時から3Gの

最先端技術であるHSDPAを採用

し、その後HSUPAを導入します。

従来のW-CDMAはスピードをで

きるだけ一定に保つ方式です。これ

に対し、HSDPAは送信電力を一定

にして近距離は高速通信、遠距離は

低速通信と使い分けて周波数の帯

域をフルに使うことで、高速通信を実

現します。われわれは当初、5MHz

の周波数しかありません。HSDPA

は周波数帯を有効利

用できるメリットがあ

ります。3.6Mbpsで

サービスを開始し、

7.2Mbps、14.4Mbps

と高速化を図ってい

きます。

固定で起こったこ

とは、数年すると携帯

電話で実現していま

す。PCで利用されて

いる動画などのコンテンツが、これか

らは携帯電話で利用されるようにな

ると思います。

ネットワークはオールIP化を実現し

ていきます。将来的にはオールIP化

の特徴を生かし、1つのネットワーク

に統合していきたいと考えています。

コンテンツで差別化

放送と通信の融合が進み、ワンセ

グ端末が大きな反響を呼んでいま

す。当社もワンセグを中心にビデオコ

ンテンツと合わせることで、映像を見

やすいサービスを実現していきます。

具体的には、「オンデマンド配信によ

る高画質動画の選択」「放送コンテン

ツの再送信から携帯電話専用のコン

テンツ配信」「モバイルインターネット

によるインタラクティブサービス」など

を提供する計画です。

コンテンツは、大容量データや動

画が中心になってきます。その中味

次第で差別化につながるので、日本

だけでなく海外にも目を向けて、新し

いコンテンツを持ってくることを考え

ています。

新規参入組のため、既存の端末を

使っているお客様にとって何らかの

理由がなければなかなか買ってもら

えません。値段が安いだけでは魅力

がないので、面白いコンテンツのあ

る世界を実現していきたいと考えて

います。 （文責・編集部）
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図　海外との携帯電話料金の比較
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WiMAXは最大75Mbpsの速度を

実現する無線LAN規格です。その

本質は「インターナショナルスタンダー

ド」にあります。

PCはマイクロソフトのWindowsと

インテルのプロセッサを搭載してい

れば、世界中どこでも使うことができ

ます。

同様に、無線LANでもWi-Fiや

WiMAXは世界共通仕様です。両者

は、Wi-Fiが狭いエリアを対象とする

のに対し、WiMAXは広いエリアを

対象とする点で区別されます。

WiMAXは2.5GHz、3.5GHz、

5.8GHzの3つの周波数帯が世界共通

で割り当てられています。日本でも

2007年6月に2.5GHz帯の免許が交付

される予定です。

この7月、米サンディエゴで開催さ

れた「WiMAXフォーラム」で、新た

に4.9GHz帯も協議の対象となること

が決まりました。今秋、WiMAXの

帯域として正式に承認されれば、世

界中で国際インターフェイスとして

WiMAXが普及するでしょう。

4.9GHz帯を利用した当社の無線

ブロードバンドサービス「WiMAXダ

イレクト」も関東エリアでは最大の無

線エリアを持つことになり、期待して

います。

また同フォーラムでは、固定系の

WiMAX「IEEE802.16d」と、移動系

のモバイルWiMAX「IEEE802.16e」

が「IEEE802.16e-2005」に統合され

ました。

ただし、16e-2005は「MTG（モバ

イルタスクグループ）」と「ETG（エボ

リューショナルタスクグループ）」に区

分され、前者はモバイル用途、後者

は屋内外を問わず自由に高速データ

通信が可能なノマディック通信につ

いて協議します。

有線におけるインターネットのイン

フラは、ISDN、ADSL、FTTHと進

化し、今秋には電力線通信（PLC）の

規制緩和が行われる予定です。家庭

のコンセントがインターネットのコンセ

ントになるもので、地下や鉄筋の部

屋でも通信が可能になります。

携帯電話とは補完関係

PLCや無線LANの普及により、音

声や映像を中心としたポータルの競

争が幕を開けます。

屋内外シームレスなブロードバンド

環境が実現すると、インターネットの

利用シーンが飛躍的に広がります。

すでにデジカメやゲーム機の一部に

は無線LANが搭載されています。空

間を越えてさまざまなアプリケーショ

ンを使えるようにする環境整備の役

割を果たすのがWiMAXです。

携帯電話とは協調・補完関係にあ

るものの、競争関係にはありません。

移動特性とブロードバンド特性を補

完し、スポットごとの標準インターフェ

イスとして、デュアルモードで搭載さ

れる段階に来ているのではないかと

思います。

この半年間で、無線環境は大きく

変化しました。例えば新宿西口では、

少なくとも6～7の事業者が無線LAN

の基地局を打っています。すでに電

波が干渉し合い、ときにはサービスが

停止することもあります。もはや群雄

割拠の時代は終わり、過密部分は事

業者の枠を超えて相互にローミング

する、利便性優先の時代が始まって

います。

また住宅地では、1つの無線機に

光ファイバーを1本打てば、後は自動

的に無線LAN同士がメッシュを組む

米トロポス・ネットワークスの技術が実

績を挙げています。電信柱を多数保

有している場所では、非常に安いコ

ストでメッシュを組むことができます。

さらに、郊外やデジタルデバイドエ

リアでは、1つのWiMAX無線機を

親機として、WiMAXとWi-Fiコンバ

ーターによる無線メッシュを構築する

など、優れた技術同士を組み合わせ

て最適化する複合技術も急速に発展

しています。

今年から来年にかけて、世界中ど

こに行ってもWi-Fiでつながるように

なるはずです。その後、世界の主要

都市ではWiMAXが使えるようにな

り、両者は棲み分けながら、共存し

ていくでしょう。 （文責・編集部）
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